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 体内吸収率と血中滞留性の高さを確認                    

茶の主要カテキンであるエピガロカテキ

ンガレートは様々な機能性を有する茶特有

のカテキンであるが、摂取後の腸管からの

吸収は非常に少なく、その多くは糞便中に

排泄される。また吸収されても、そのほと

んどが代謝物として 24 時間以内に尿中に

排泄されてしまう。 
 一方、「べにふうき」茶に含まれる「メチ

ル化カテキン」の吸収率は、被験者 12 名に

よる摂取実験において、エピガロカテキン

ガレートの 5～6 倍と有意に高い結果が出

た。この結果は、マウスを用いた各カテキン単独投与の結果とよく一致していた。また、

血中からの消失もエピガロカテキンガレートに比較し緩やかであることも明らかにした。 
 さらに、脂溶性について確認したところ、「メチル化カテキン」はエピガロカテキンガレ

ートの約 1.4 倍であった。 
 こうした吸収性や脂溶性の高さは、「メチル化カテキン」の抗アレルギー作用の発現に寄

与するものと考えられる。 

 抗酸化性にも優れた「メチル化カテキン」                   

 茶カテキンの持つ機能性は多岐にわたるが、その中でも抗酸化性が果たす役割は大きい。

そこで「メチル化カテキン」の抗酸化性について調べたところ、高い酸化抑制効果が確認

された。特に、同量のエピガロカテキンガレートと「メチル化カテキン」をマウスの静脈

に投与し血漿中の抗酸化活性を検証したところ、「メチル化カテキン」（抱合体含む）は、

エピガロカテキンガレートより高い抗酸化活性を示した。 
 

 
 
 
 
 

研究成果ダイジェスト 3： 
「メチル化カテキン」類の特性・体内動態 

■「べにふうき」摂取後の「メチル化カテキン」の

吸収率 

■カテキン静脈内投与後のマウス血漿抗酸化活性（鉄還元活性法による） 


